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刊
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寄
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て

大
園
山
瑞
龍
寺
第
五
世
住
職
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の
寺
|

瑞
龍
寺
・
北
海
道
場
百
年
史
話
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の
発
刊
を
慶
ぶ

松
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巌
寺
第
一
三

O
世
住
職

『志
の
寺
|

瑞
龍
寺
・
北
海
道
場
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年
史
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の
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思
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妙
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寺
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宗
務
総
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京
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田
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無
住
苦
悩
の
十
七
年

l

節
総
論
と

二
代
松
本
菊
次
郎
の
苦
悩

2

節
相
沢
龍
浬
師

|

3

節
佐
々
木
承
周
老
師

334 320 300 299 

加
藤
隆
芳
老
師
(
兼
務
)
と
そ
の
時
代

1

節
総
論
と

加
藤
隆
芳
老
師
|
|
|

2

節
北
海
禅
道
会
の
再
建
と

|
|
|

書
院

・

坐
禅
堂
「
瑞
雲
軒
」
の
建
立

別
院
「
瑞
芳
寺
」
の
建
立

385 3日 353399 

3
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節
松
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宗
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と
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龍
寺

463 452 432 410 409 

平
野
宗
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老
師
(
兼
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と
吉
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l
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1
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寺
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1
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3
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会
結
成
記
念
行
事
と
瑞
龍
寺
梅
園

・

臥
龍
梅

4

節
「
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僧
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老
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逸
話
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瑞
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寺
版
』
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刊
行
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車
却
市
全
両
市
警
止
戦

三
浦
添
人

図100 珍しい辞令 めったにありえない

辞令であ る 瑞龍寺なればこそであろうか

図97 瑞龍寺本堂に立たれる管長況下

図98 瑞龍寺本堂における 『披露晋山式j

軍
客
室
札
悦
市
崎
山
町

守
設
比
一
級
品
説
左
秩

日
日
和
士
ハ
キ
ム
月
叶

z
z

話
は
若
干
余
談
に
な
る
が
、
こ
れ
に
関
連
し
て
瑞
龍
寺
に
は
、
瑞
龍
寺
以
外
に
は
め
っ

た
に
あ
り
え
な
い
文

書
が
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
京
都
の
妙
心
寺
住
職
で
あ
る

三
浦
承

天
老
師
を
、
札
幌
の
瑞
龍
寺
の
兼
務
住
職
に

、
妙
心
寺
派
管
長
の

三
浦
承
天
老
師
が
発
令

し
て
お
ら
れ
る
辞
令
と
、
そ
の
こ
と
の
証
明
書
で
あ
る
。

昭
和
二
十
六
年

(
一九
五

二

五
月
二
十
三
日
の
日
付
に
な
っ
て
い
る

。

妙
手

a泳
法
王
=
薄
手
入

図
一
0
0

佐
々
木
承
周
老
師
の
誕
生

管
長
就
任
に
先
立
つ
二
年
前

、

ら
れ
る
。
注
叫

注
伯

注
刊
財
団

法
人
仏
教
伝
道
協

会
『

第
羽
田
仏
教
伝
道
文
化
賞
」

注
川
町
→Z
N
2
0
『
玄
吉
田
2
5
4
-
n
O
5
3
8

吾
伺
名
目
的
【

M
U
ベ
g

・
目
。
ごO
明言
明
古
田Z
5

〉
E
g
g
-

ま
M
l
s
ヨ

承
周
和
尚
は
、
承
天
老
師
が
瑞
龍
寺
の
住
職
と
し
て
育
て
ら
れ
た
最
初
の
弟
子
で
あ
る
。

瑞
龍
寺
で
育
た
れ
た
お

弟
子
の
中
か
ら
、
老
師
の
法
嗣
が
誕
生
す
る
、
こ
れ
は
瑞
龍
寺
に
と

っ

て
も
こ
の
上
な
く

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
っ

た
。

承
天
老
師
は
昭
和
二
十
二
年

(
一九
四
七
)
に
佐
々
木
承
周
和
尚
を
印
可
し
て
お

こ
の

三
年
前
、
昭
和
十
九
年

二
月
に
佐
々
木
承
周
和
尚
は
瑞
巌
寺
の
副
司
に
就
任
し
て
い
る
。

加
え
て
こ
の
度
の

師
家
誕
生
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
が

、

後
の
承
天
老
師
の
管
長
ご
就
任
を
可
能
に
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る

。

す
な
わ
ち
承
天
老
師
は
、
副
司
で
あ
る
承
周
老
師
に
瑞
巌
寺
の
留
守
を
委
ね
、
ま
た
法
嗣
で
あ
る
承
周
老
師
に
瑞
巌

寺
僧
堂
の
師
家
代
行
も
任
せ
て
、
安
心
し
て
京
都
の
本

山
住
ま
い
に
入
る
こ
と
が
お
出
来
に
な

っ

た
の
で
あ
る
。

平
成
八
年

一
方
瑞
巌
寺
で
は
、
明
治
年
聞
か
ら
本

堂

・
御
成
門
・
中
門

・

庫
裡

・

回
廊
が
国
の
特
別
保
護
建
造
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
注
必
こ
れ
が
固
か
ら
の
助
成
も
貰

っ

て
、
大
修
理
を
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

っ
て
い
た
。

い
わ

ゆ
る
「
昭
和
の
大
修
理
」
で
あ
る
。

こ
れ
も
副
司
の
佐
々
木
承
周
老
師
に
謀
せ
ら
れ
た
大
き
な

責
任
で
あ
っ
た
。

『瑞
巌
寺
の
歴
史
」
堀
野
宗
俊
著

平
成
九
年

注
42 

瑞
巌
寺
刊

196 

図99 待ちかねた檀家と共に記念写真
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『瑞
巌
寺
事
件
』

と
こ
ろ
が
承
天
老
師
が
管
長
に
就
任
し
て
満
二
年
が
過
ぎ
、
三
年
目
に
入
っ
て
間
も
な
い
昭

和
二
十
七
年
(
一
九

五
二
)
二
月
、
と
ん
で
も
な
い
大
事
件
が
起
き
る
。

瑞
巌
寺
の
副
司
で
あ
る
承
周
老
師
が

、

事
件
に
関
わ
っ
て
刑
事

訴
追
を
受
け
て
し
ま
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

世
に
言
う
「
瑞
巌
寺
事
件
」
で
あ
る
。

事
件
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
日

瑞
巌
寺
に
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
が

、

上
記
「
昭
和
の
大
修
理
」
の
た
め
に
国
か
ら
授
か
っ
て

い
た
資
金
の

、

管
理
責
任
を
問
わ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
承
周
師
は
、
す
べ
て
を
自
分
の
不
徳
の
致
す
と
こ

ろ
と
の
み
答
え

、

す
べ
て
の
罪
を
ご
自
分
の
こ

と
と
し
て
認
め
て
し
ま
わ
れ
た
。

こ
の
た
め
承
周
師
の
弁
護
を
予
定
し
て
お
ら
れ
た
寺
務
局
の
方
々
も
、
弁
護
の
余

地
が
な
く
な
っ
て
し
ま
わ
れ
た
と
き
く

。

ま
た
承
周
師
は
、
収
監
中
は
固
い
床
の
上
で

一
日
中
結
蜘
扶
坐

(
け
っか

ふ
ざ
H

坐
禅
を
組
む
と
き
の
坐
り

方
)
を
し
て
お
ら
れ
て
刑
務
官
を
感
心
さ
せ
、
ま
た
見

か
ね
た
刑
務
官
か
ら
は
座
布
団
を
差
し
入
れ
ら
れ
た
と
も
聞
い
て
い
る
。
注
刊
日
、

注
叫

注
目
制
宮
城
県
塩
釜
市
東
園
寺
千
坂
成
也
師
談

注
叫
宮
城
県

仙
台
市
大
梅
寺
星
智
雄
師
談

図101 rThe Zen of Myoshin-ji Comes to the 

WestJ 米国臨済寺によって編集 ・ 発刊された、

佐々木承周老師布教25周年記念誌

し
か
し
住
職
を
本
山

の
管
長
と
し
て
送
り
出
す
こ
と
は

、

瑞
巌
寺
に
と
っ
て
も

、

何
か
と
有
形
無
形
の
資
金
が
必
要
と
な
る
こ
と
で
あ

っ
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
し

か
も
瑞
巌
寺
自
体
、
明
治
の
疲
弊
か

ら
立
ち
直
っ
て
き
た
と
は
言
っ
て
も

、

現
代
の

瑞
巌
寺
に
見
る
ほ
ど
豊
か
な
寺
に
は
程
遠
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
も
ま
た

事
実
で

あ
っ
た
。

そ
ん
な
中
で
副
司
を
勤
め
な
く
て
は
な
ら
な
か

っ
た
承
周
老
師
の
ご
苦
労

の
偲
ば
れ
る
事
件
、
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
、
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

こ
の
事
件
の
第

一
報
が
承
天
老
師
の
お
耳
に
入

っ

た
と
き
、
老
師
は
い
つ
の
間
に
か
本
山
に
居
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
た
と
い
う
。

小
方
丈

(
H管
長
の
居
坊
)に
は
勿

論
、
本
山
妙
心
寺
の
ど
こ
を
探
し
て
も
、
管
長
祝
下
の
姿
は
な

か
っ
た
。

本
山
妙
心
寺
が
管
長
祝
下
を
探
し
て
上
を
下
へ
の
大
騒
ぎ
に
な
っ
て
い
る
頃
、
承
天
老
師
は
既
に
瑞
巌
寺

に
戻
っ

て
お
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

あ
と
に
管
長
と
し
て
の
辞
表
を
残
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

か

く
て

三
浦
承
天
老
師
は
、
妙
心
寺
派
の
管
長
を
退
任
さ
れ
た
の
で
あ
る。
老
師
満
七
十
九
歳
の
と
き
で
あ

っ
た
。
後

任
は
、
古
川
大
航
老
師
が
継
が
れ
た
。

承
周
老
師
は
こ
の
後
、
古
川
大
航
管
長
の
計ら
い
で

渡
米
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

派
の
禅
の
布
教
」
が
老
師
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
あ
っ
た
。

こ
の
後
承
周
老
師
は
、

的
に
果
さ
れ
て
い
く

。
注
目
叩

注
品

4
Z
O
N
S
O
『
玄
吉
田E
Z

-
の
0
5
2
5

吾
刊
当
刊
記

(前
掲
)

『ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
妙
心
寺

ア
メ
リ
カ
で
こ
の
課
題
を
精
力

生
活
も
常
識
も
言
語
も
異
な
る
人
た
ち
の
中
で
、
ど
う
や
れ
ば
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
か
、
不
思

議
と
さ
え
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
承
周
老
師
の、

他
人
に
優
れ
た
精
神
力
と
智
恵
が

、

多
く
の
米
国
人
を
ひ
き

つ
け
た
の
で
あ
ろ
う

。

そ
の
布
教
の
広
ま
り
は
、
ア
メ
リ
カ
に
止
ま
ら
ず
、
カ
ナ
ダ

、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
ま
で
拡
が
り
、
地
球
規
模
と
も
い
え
る
も
の
を
実
現
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

ま
さ

に
そ
の
努
力
と
成
果

は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
つ
い
に
平
成
八
年
三
月
に
は
、
「
日
本
仏
教
伝
道
協会
」
の
「
仏
教
伝
道
功
労
賞
」

198 白雲自ずから去来す第二章199 



ニ
節

佐

々

木
承
周
老
師

334 

札
幌
瑞
龍
寺
で
三
浦
承
天
老
師
の
弟
子
に

佐
々
木
承
周
老
師
は
明
治
四
十
年
(
一
九

O
七
)
四
月
二
十
一
日

、

宮
城

県
大
和
町
鶴
巣
の
農
家
に
生
ま
れ
た
。

承
周
師
の
母
が
、
宮
城
県
塩
釜
市
の

名
刺
東
園
寺
の
先
々
住
秀
峰
和
尚
の
実
家
で
あ
る
千
坂
家
の
出
で
あ
り

、

現

住
職
千
坂
成
也
師
の
祖
父
と
承
周
師
と
は
従
兄
弟
に
な
る
と
い
う

。
注
1

注
l

宮
城
県
塩
釜
東
園
寺
千
坂
成
也
師
談

こ
の
東
園
寺
の
お
世
話
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か

、

十
四
歳
の
と
き
承
周
師

は
、
志
を
立
て
て
北
海
道
に
渡
り
、
札
幌
の
瑞
龍
寺
で
三
浦
承
天
老
師
の
弟

子
と
な
る
。

大
正
十
年
(
一
九

一
一
こ
の
こ
と
で
あ
る
。

札
幌
の
瑞
龍
寺
に
着
い
た
の
は
四
月
八
日
、
す
な
わ
ち
お

釈
迦
様
の
誕
生
の
日
で
あ
っ
た
。

承
周
少
年
は
こ
の
日
に
入
寺
す
る
べ
く
、
あ
ら
か
じ
め
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
考
え
て

い
た
と
い
う
。
注

2

佐
々
木
承
周
と
い
う
方
は
、
十
四
歳
で
既
に
そ
の
よ
う
な
考
え
方
の
出
来
る
タ
イ
プ
の
人
で

あ
っ
た
。

注
2 

図165 佐身木承周老師

→
Z
N
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冨
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-
n
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吾
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老
2

M
凶
〈
刊
州F
3
0

『
』O
M
F
E
m
o
∞
一d-
5

〉
ヨ
刊
コ
口
白
-
甲a
N

-沼
山
、
司

こ
の
時
瑞
龍
寺
に
は

、

成
年
の
僧
四
名
と
承
周
師
と
同
年
輩
の
若
い
修
行
僧
(
学
徒
)
二
名
が
い
た
と
承
周
老
師

は
語
っ
て
お
ら
れ
る
。
注
2

し
か
し
そ
の
記
録
は
瑞
龍
寺
に
も
な
い
し

、

松
本
家
の
伝
承
に
も
な
い
。

大
正
十
年

と
い
う
こ
の
時
期

、

瑞
龍
寺
に
そ
れ
だ
け
の
人
員
を
抱
え
る
ゆ
と
り
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
驚
き
で
あ
る。
記
録
に
残

る
中
で
は

、

承
周
師
は
瑞
龍
寺
で
の
承
天
老
師
の
弟
子
の
第

一
号
で
あ
る
。

し
か
し
承
周
老
師
は
、
こ
の
と
き
の
こ
と
を
面
白
い
話
で
語
っ
て
お
ら
れ
る
。
注
2

-
・

茶
会
が
終
わ
る
と
師
は
立
ち
上
が
り

、

鋭
い
ま
な
ざ
し
で
僧
侶
た
ち
を
見
回
し
て
言
い
ま
し
た
。

「
今
日
は
あ
な

た
た
ち
に
質
問
は
し
ま
せ
ん

。

学
徒
た
ち
に
訊
き
ま
す
。

」
私
は
最
初
に
質
問
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
緊
張
し
ま
し
た

が
、
師
が
「
こ
の
寺
に
入
っ
た
順
に
訊
い
て
い
き
ま
す。」
と
い
っ
た
の
で
、
自
分
は
最
後
だ
と
知
っ
て
ほ

っ
と
し
ま
し

た
。
師
は
こ
う
尋
ね
ま
し
た
。

「
お
釈
迦
様
の
歳
は
何
歳
で
す
か
?
」
最
初
に
指
さ
れ
た
人
は
、
「
一一
五O
O
歳
で
す
。

」
と

答
え
て
い
ま
し
た
。

自
分
の
答
え
を
考
え
る
の
に
必
死
で
、
二
人
目
の
答
え
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん。

ど
ん
な
に
考
え
て
も
よ
い
答
え
が
浮
ば
な
か
っ
た
の
で
、
と
に
か
く
自
分
の
番
に
な
っ
た
ら
最
初
に
思
い
つ
い
た
こ
と
を

言
お
う
と
思
い
ま
し
た
。

師
は
私
に
「
お
釈
迦
様
の
年
齢
は
?
」
と
尋
ね
ま
し
た
。

「
私
と
同
じ
で
す
」
と
とっ
さ
に
答
え

る
と
、
師
は
他
の
僧
を
見
回
し
、
そ
れ
か
ら
私
を
指
さ
し
て
言
い
ま
し
た。

「
こ
の
若
者
は
明
日
か
ら
坐
禅
の
修
行
を
始
め

ま
す
。
」
私
の
答
え
で
良
か
っ
た
の
か
ど
う
か
、

師
は
何
も
言
い
ま
せ
ん
で
し
た

。

そ
の
夜
、
師
か
ら
坐
禅
の
や
り
方
を
教

わ
り
ま
し
た
。

無住苦悩の十七年

妙
心
寺
僧
堂
か
ら
瑞
巌
寺
僧
堂
へ
、
そ
し
て
老
師
ヘ

瑞
龍
寺
で
承
天
老
師
の
弟
子
と
な
っ
た
佐
々
木
承
周師
は
、

そ
の
後
、
瑞
龍
寺
に
籍
を
置
い
た
ま
ま
京
都
花
園
中

学
、
東
京
駒
津
大
学
予
科
な
ど
に
学
ん
で
い
る
。

そ
し
て
二
十
八
歳
の
頃
(
昭
和
十
年
頃
)、
妙
心
寺
僧
堂
に
掛
搭

335 第三寧



(
か
と
うH修
行
の
た
め
僧
堂
に
入
る
こ

と
)
し
て
い
る
。

注
3

こ

の
頃
瑞
龍
寺
に
は

、

承
周
師
を
含
め
て
五
人
の
雲
水

が
い
た
。

注
4

檀
家
と

の
間
に
も
、

全
員
が
親
し
く
和
や
か
な
交
流
が
続
い
て
い
た
。

注
3

財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会

『
第羽
田
仏
教
伝
送
文
化
賞
」
平
成
八
年

注
4

当
時
の
状
況
に
つ

い
て
は

、

本
書
第
二
章
一
節
に
詳
し
い
。

昭
和
十
年

(
一九
三
五
)
は
、
松
原
盤
龍
老
師
の
ご
病
気
の
た
め
、

=
一
浦
承
天
老
師
が
瑞巌
寺
僧
堂
の
師
家
代
行

と

し

て
、
瑞
龍
寺
か
ら

松
島
瑞
巌
寺
僧
堂

へ
移
ら
れ
た
年
で
あ
る
。
こ

の
二
年
後
、
昭
和
十
二
年
に
は
、
承
天
老
師

が
瑞
巌
寺
に
晋
山
さ
れ
、
正
式
に
瑞
巌
寺
僧
堂
の
師
家
に
就
任
さ
れ
る
。

こ
の
年

、

承
周
師
は
妙
心
寺
僧
堂
か
ら
瑞

巌
寺
僧
堂
へ
転
錫

(
て
ん
し
ゃ
く
H

僧
堂
を
移
る
こ
と
)して
い
る
。

昭
和
十
九
年

(
一
九
四
四
)
二
月
に
、
佐
々
木
承
周
和
尚
は
瑞

巌
寺
の
副
司
に
就
任
す
る
。

承
周
和
尚
三
十
七
歳
の
頃
で
あ
る
。

そ
し
て
昭
和
二
十
二
年
(
一
九
四
七
)
に
は

、

承
天
老
師
の
印
可
を
受
け
ら
れ

る
。

三
浦
承
天
老
師
の
下

で
苦
節
研
錯
す
る

こ
と
十
年
に
し
て
、

晴
れ
て
承
天
老
師
の
法
嗣
と
な
ら

れ
た
の
で
あ

る
。

承
周
老
師
四
十
歳
で
あ

っ
た
。

既
に
本
書
第
二
章
一
節
に
記
し
た
が
、
こ
の
頃
瑞
巌
寺
で
は
、
明
治

年
聞
か
ら
国
の
特
別
保
護
建
造
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る
、
本
堂
・

御
成
門
・
中
門
・
回
廊
な
ど
が
、
固
か
ら
の
助
成
も
貰
っ

て
大
修
理
に
入
ら
な
く

て
は
な

ら

な

く

な
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

い
わ
ゆ
る

「
昭和
の
大
修
理
」
で
あ
る
。

副
司
と
し

て
承
周
老
師
は
、
こ

の
件
の
責
任

者
で
も
あ
っ
た
。

そ
し
て

更
に
昭
和
二
十
四
年
(
一
九
四
九
)
の
暮
十
二
月
に
は
、

承
天
老
師
が
大
本
山
妙
心
寺
の
管
長
に
就
任
さ

れ
る
こ
と
に
な
る

。

瑞
巌
寺
は
副
司
と
し
て
の

承
周
老
師
に
任
せ
、
僧
堂
は
承
周
老
師
に
代
参
(
だ
い
さ
ん
H

師
家
代

行
)
さ
せ
て
、
承
天
老
師
は
本
山
住
ま
い
に
入
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
頃

、

承
周
老
師
は
、
瑞
巌
寺
の
塔
頭
陽
徳
院
の
住
職
と
な
っ
て
お
ら
れ
る
。

そ
し
て
そ
の
時
期
、
陽
徳
院
の

中
に
幼
稚
園
を
聞
か
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

瑞
巌
寺
の
塔
頭
陽
徳
院

で
の
幼
稚
園
経
営
と
は
、

当
時
と
し
て
は
考

え
て
は
み
て
も
中
々
踏
み
切
れ
な
い
こ
と
で
あ

っ
た
ら
し
い

。

周
囲
は
驚
き
の
眼
を
見
張
っ

た
と
伝
え
ら

れ
て
い

る
。ま

た
瑞
巌
寺
の
副
司
時
代
承
周
老
師
は
、
松
島
海
岸
を
ヨ

ッ

ト
・
ハ
l

パ
i

に
し
よ
う
と
企
画
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
と
聞
く
。

承
周
老
師
と
い
う
方
は
、
現
状
か
ら

一
歩
外
に
出
て
考
え
る
こ
と
の
出

来
る
方
で
あ
り
、
ま
た

行
動
力

も
、
人
並
み
は
ず
れ
た
も
の
を
持
つ
方
で
あ
っ
た
。

瑞
巌
寺
事
件
と
老
師
の
渡
米
決
定

承
周
老
師
の
こ
の
性
格
が
災
い
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
老
師
は
昭
和

二
十
七
年

(
一
九
五
二
)
に
刑
事
事
件
を
起

こ
し
て
し
ま
わ
れ
る

。

い
わ
ゆ
る
「
瑞
巌
寺
事
件
」
で
あ
る
。

悪
い
人
間
に
そ
そ
の
か
さ
れ
た
と
も
い
わ
れ

る
が

、

瑞
巌
寺
と
し
て
住
職
を
本
山
に
送
り
出
し
て
い
る
こ
と
は
、
有
形
無
形
に
か
な
り
の

資
金
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
は

十
分
考
え
ら
れ
る
。

加
え
て
現
在
の
瑞
巌
寺
と
は
違
っ

て
、
財
政
的
に
は
脆
弱
だ
っ
た
当
時
の
瑞
巌
寺
の
副
司
職
で

あ
る
。

寺
の
た
め
に
何
と
か
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
焦
り
が
、
悪
い
人
間
に
つ
け
こ
ま
れ
た

事
件
だ
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
と
、

筆
者
は
理
解
し
て
い
る
。

し
か
し
正
確
な
こ
と
は
瑞
巌
寺
に
も
資
料
は
な
く
、
不
明
と
い
う

他
は
な
い
。

警
察
が
拘
束
に
来
た
時
、
承
周
老
師
は
『
私

一
人
で
や
っ
た
こ
と
だ

」
と
話
さ
れ
、
拘
置
室
で
は
静
か
に
結
蜘
扶

336 337 第三章無住苦悩の十七年



図166 古川大航管長貌下

坐
(
け
っ
か
ふ
ざH
坐
禅
を
組
む
こ
と

)
し
て
お
ら
れ
た
と
聞
く

。
注
5

注
5

宮
城
県
塩
釜
東
園
寺
住
職
千
坂
成
也
師
談

こ
の
事
件
の
た
め
に
三
浦
承
天
老
師
が
管
長
を
辞
任
さ
れ
た
こ
と
は
、

第
二
章
一
節
に
記
し
た
。

昭
和
二
十
八
年
(
一
九
五
三
)、
承
周
老
師
は
瑞
巌
寺
陽
徳
院
を
去
っ
て

、

長
野
県
飯
山
の
正
受
庵
に
移
っ
た
。

正
受
庵
は
、
白
隠
禅
師
の
師
正
受
老

人

(
道
鏡
慧
端
)
の
開
い
た
寺
で、

白
隠
禅
師
が
こ
こ
で
悟
り
を
開
い
た
と
さ
れ

る
名
刺
で
あ
る
。

承
周
老
師
は
、
荒
れ
果
て
て
い
た
こ
の
由
緒
あ
る
名
刺
の
復

興
に
尽
力
す
る
。
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本
書

し
か
し
、
刑
事
事
件
を
起
こ
し
た
承
周
老
師
に
対
し
て

、
仏
教
界
の
風
は
冷
た
か
っ
た
。
そ
の
寒
風
の
中
で

、

禅

僧
と
し
て
の
力
も
あ
り
、
先
見
力
も
行
動
力
も
あ
る
こ
の
老
師
に
目
を
つ
け
た
方
が
あ

っ
た
。
三
浦
承
天
老
師
の
後

を
受
け
て
、
妙
心
寺
派
の
管
長
に
な
ら
れ
た
古
川
大
航
老
師
で
あ
る

。
古
川
大
航
老
師
は
昭
和

三
十
五
年
(
一
九
六

O
)
に

、
現
職
の
管
長
で
あ
り
な
が
ら
渡
米
し
て
、
数
ヶ
月
間
滞
在
し
て
禅
の
伝
道
活
動を行
っ
て
お
ら
れ
る
。
そ

れ
だ
け
妙
心
寺
の
禅
を
ア
メ
リ
カ
に
広
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
痛
感
し
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う

。

帰
国
さ
れ
た
老

師
は
、
佐
々
木
承
周
老
師
に
ア
メ
リ
カ
で
の
布
教
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
任
務
を
全
う
す
る
に
は
、

二
度
と
日
本
に
は
戻
ら
な
い
と
い
う
覚
悟
が
必
要
だ
っ
た
。

承
周
老
師
は
『
ア
メ
リ
カ
に
禅
を
根
付
か
せ
る
ま
で
は
死
ね
な
い
』
と宣
言
を
し
て
、

の
で
あ
る
。

悲
恰
な
決
意
の
も
と

ア
メ
リ
カ
行
き
に
踏
み
切
る
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